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要 旨

日本では、１５８７年に豊臣秀吉が伴天連追放令を発布して以来、キリスト教徒に対する迫害は公

に行われるようになった。１７世紀には、長崎周辺で多くの殉教者が生じた。その中には多くのド

ミニコ会士が含まれていた。この論文では、長崎で生じたキリスト教迫害と殉教の精神的背景を、

ドミニコ会士の記録・書簡から読み解きたい。
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� はじめに１

現在までに、長崎のキリシタン史に関しては多くの研究がなされてきました。古くは、片岡弥

吉『長崎の殉教者』（１９７０）を始め、近年では長崎市が刊行している『新長崎市』（２０１２）、安野

真幸『教会領長崎』（２０１４）などが出版されています。この他、多くの研究書、概説書で長崎の

キリシタン史が取り扱われています。しかし、現在までなされてきた多くの研究には一つの大き

な問題点・欠落点が見られます。それは、長崎のキリシタン史がイエズス会を中心的に描かれす

ぎていることです。

実は、長崎のキリシタン布教は、１６０２年以降は、スペイン系修道会（ドミニコ会、フランシス

コ会、アウグステーノ会）が参入し、イエズス会も含めて４つの修道会が参加して布教が完成し

ます。スペイン系修道院の活動期間が短かったにもかかわらず、長崎での殉教者の多くがスペイ

ン系修道会員であったことは特筆すべきです。しかし、今までこの４つの修道会の布教を総合的

な見地から扱い、長崎のキリシタン史を論じた研究はほとんど存在しません。

１ 本稿は、筆者が、第３６回長崎学一般公開講座で行った講演「ドミニコ会士が見た日本のキリスト教迫害と殉教」

の原稿である。
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スペイン系修道会を総合的見地から概説的に描き出そうとした著作は、姉崎正治、『切支丹迫

害中の人物事績』、国書刊行会、１９３０．（スペイン系修道会の日本での宣教）、五野井隆史、「スペ

イン系修道会の日本宣教」、『日本・スペイン交流史』、れんが書房新書、２０１０年．の２つの著作

のみです。しかしそれらの内容は、長崎でのスペイン系修道会の活動を詳しく分析している訳で

はありません。

筆者が今後に明らかにしていきたいことは、まず既存の長崎のイエズス会布教研究に、スペイ

ン系修道会（ドミニコ会、フランシスコ会、アウグスティーノ会）を組み込んで、布教の様相を

総合的な見地から描き直すことです。将来的には、イエズス会とスペイン系修道会による日本全

体のキリスト教史との関連で、その中心的存在であった長崎の布教を位置づける巨視的な研究を

展開しようと考えています。

筆者は、１９９９年から２０１１年までの１２年間スペインに滞在し、ヨーロッパに散在する１６・１７世紀

日本布教に関する史料を研究してきました。同時に、上記のスペイン系修道会の問題点を補うべ

く史料調査を行ってきました。ドミニコ会師であり日本ドミニコ会史研究の第一人者であるであ

るホセ・デルガード・ガルシーア氏、同会士である故ヘスス・ゴンザレス・バジェス氏の協力も

得て、スペイン系修道会の日本そして長崎布教に関する中心的な史料の所在地を究明することに

努めてきました。

それらの研究成果をまとめるために、２０１０年よりホセ・デルガド・ガルシーア氏とともにスペ

イン系修道会でもドミニコ会に焦点を絞り共著を書き始め、現在、スペイン語原稿を完成させて

います。『日本ドミニコ会の歴史―１６世紀～２０世紀―』という題名のもと、ドミニコ会の日本で

の宣教方法、１９世紀の四国での伝道を中心に分析を行いました。近年中に出版予定です。本論文

では、その一部となる「ドミニコ会士が見た日本の迫害と殉教」をテーマの一部を公開してみよ

うと思います。

� 歴史的前提条件

ローマ帝国のキリスト教はディアスポラに基礎を置きつつ拡大しますが、その拡大を恐れた

ローマ皇帝たちはキリスト教徒の迫害を始めます。この時代、ローマ帝国の宗教は多神教でした。

さらに、ローマ帝国の国民は、皇帝崇拝を行いました。しかしながらキリスト教徒は唯一神を信

仰し、帝国の慣習を拒否し、偶像崇拝を否定します。このキリスト教を、ローマ帝国の人々は、

帝国の平和と秩序のために悪影響を及ぼすと考えました。帝国の人々は、キリスト教徒の集団は、

秘密の集会を開き、人肉を食べていると噂します。
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ローマ帝国では、１０度のキリスト教徒に対する大きな迫害が起こったことが知られています。

ネロン Nerónの迫害（６１‐６８）、ドミシアーノ Domicianoの迫害（８１‐９６）、トラハノ Trajanoの迫

害（１０９‐１１１）、マルコ・アルレリオMarco Aurelioの迫害（１６１‐１８０）、セプティミオ・セベロ Septimo

Deveroの迫害（２０２‐２１０）、マキシミアーノMaximianoの迫害（２３５）、デシオ Decioの迫害（２５０

‐２５１）、バレリアーノ Valerianoの迫害（２５６‐２５９）、アウレリアーノ Aurelianoとディオクレシアー

ノ Dioclecianoの迫害（３０３‐３１３）の１０です。

初期的な段階では、地方で迫害が見られます。しかし、３世紀のデシオの治世から、ローマ帝

国は、国策として大規模なキリスト教徒迫害を行うようになりました。こうした状況下数多くの

殉教者が現れます。こうした迫害は３１３年のミラノ勅令まで続きましたが、ローマ帝国の殉教は、

他国でもキリスト教徒たちのモデルとなっていきます。

ドミニコ会士の出身地であるスペインでは、４世紀初頭、ディオクレシアーノの治世にサラゴ

サで迫害が起こりました。ローマ帝国によるキリスト教徒の迫害に対し、サンタ・エングラシア

Santa Engracia、他１８名のキリスト教徒が殉教したのです。３０４年には、アルカラ・デ・エナレス

で幾つかの殉教が見られます。フスト（７歳）とパストール（９歳）の子供がディオクレシアー

ノの迫害に対し殉教を遂げました。殉教の伝統は、中世のスペインでも存続します。８５０年以降、

コルドバで殉教が起こりました。８５２年、コルドバ司教が「コルドバ宗教会議」を開催し、殉教

を禁じますが、４８名のキリスト教徒が殉教します２。

１６・１７世紀の日本のキリスト教迫害と殉教は、キリスト教の歴史を振り返っても大規模なもの

でした。日本では、１５８７年に豊臣秀吉が伴天連追放令を発布して以来、キリスト教徒に対する迫

害は公に行われるようになります。その後、１７世紀に入ると、長崎周辺で多くの殉教者が生ずる

ことになりました。その中には多くのドミニコ会士が含まれていることは特筆すべきことです。

この発表では、長崎で生じたキリスト教迫害と殉教の精神的背景を、ドミニコ会士の記録・書簡

から読み説いていきたいと思います。

� 日本におけるキリスト教徒迫害の始まりとその理由

まず、最初に、ドミニコ会士が日本でのキリシタン迫害の起こり、そして展開をどのように捉

えていたのかを、彼らの書いた報告書や書簡から読み取ってみたいと思います。１６１９年１０月２５日

の書簡の中で、ハシント・オルファネルは、日本でのキリスト教迫害の起こりを次のように記録

２ Quintín Aldea Vaquero, Diccionario de Historia Eclesiástica de España, C.S.IC., Madrid, 1973. Gran Enciclopedia de

España, 2003.参照。
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しています。彼によると、織田信長がキリシタン迫害を始めたと言います。

「１５８０年。キリシタンに対する最初の迫害は信長によるものです。彼は天下の主になったので、

都の近くの河内国を手に入れようとしました。そこには有名な城があって、それは全領土の要衝

でありジェスト右近殿南坊がその城主でした。信長は武力でこれを征服することができないので、

オルガンティーノ神父とセバスティアン・ゴンサーレスを囚え、もし城の問題でジェストと協議

しないなら釈放しない、と言いました。右近殿ができないと回答したので、信長はもし降伏しな

いなら神父たちがその償いをしなければならない、とジェストに申し送りました。神父らを救う

ために城が信長の手中に渡されました。これは（１５）８０年あるいはその前の出来事であり、それ

以後ということはあり得ません３。」

同ドミニコ会神父は、豊臣秀吉による伴天連追放令について触れ、日本でどのように迫害が拡

大し始めたのかを記録しています。

「―他の迫害は１５８９年サンティアゴの祝日（７月２５日）のことであり、太閤が公の布令によっ

てイエズス会士を追放しました。副管区長はガスパール・コエーリョでした。如何なる者も宣教

師を迎え容れたり匿してはならぬ、違反者は死罪にしその財産を没収する、という布令が出され、

船長ドミンゴ・モンテーロに彼らを乗船させよと命令されました。また死罪ももとに、彼の国で

キリシタンの教えを誰も説いてはならぬ、と命令されました４。」

ドミニコ会士アドゥアルテとアロンソ・デ・メナは、１６１４年の禁教令発布と迫害の激昂につい

てこう記録しています。

「日本において本年１６１４年まであった迫害はことごとく緩慢で、殉教者の血が多量に流される

こともなく、宣教師は１つの土地を追放されれば他の地方で逃れていく機会があって、その教会

の迫害は幼児に対するようなものであった。しかし今年から始められた迫害は全国的なもので、

人々は大声をあげて騒ぎ立て、企画した効果は上がらなかったけれども彼らは教会を破滅させよ

うとし、全国の諸大名がこれに加わり、それを貴人・裁判官・学者が援けた。．．．．．．こうして今

年の一月初めに日本全国の宣教師全員の退去を命じ、殿すなわち諸大名に、それぞれ自領内の司

祭や修道士を集め、これをよく監視して長崎の港に送り届けこの迫害の最も主要な策謀者たる奉

行・左兵衛（長谷川）に引き渡し船に載せてマカオからマニラへ追放し、一人も日本に残らぬよ

３「フライ・フランシスコ・ウルタード神父宛、日本の諸事に関する報告」、ホセ・デルガード・ガルシーア編注、

佐久間正訳『福者ハシント・オルファーネール．書簡・報告』、キリシタン文化研究会、１９８３、１６１‐１６２ページ。
４ 前掲書、１６２ページ。
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うにし、彼らが退去したならば教会堂を悉く取りこわし、ロザリオ・御絵・アグヌスおよび諸聖

遺物をキリシタンから取り上げ、彼らを棄教させ偶像を崇拝させよ、と命じた５。」

「この数年間に起こった苦しみや迫害の原因はことごとくその当時生存じていた２人の身分の

高いキリシタンから生じています。一人は修理殿（有馬晴信ドン・プロタシオ）という有馬の殿

で、もう一人は内府様の秘書・上野殿（本田正純）の側近大八パブロというものです。

有馬殿はアンデゥレース・ペソアの船の事件ののち野心を抱いて、結局はイカロのように領地

と生命を失いました。皇帝（将軍）はその息子ドン・ミゲール左衛門（有馬直純）に孫姫（国姫）

を妻として与え、彼はそれを受けてすでに結婚していた正妻（ドーニャ・マルタ）を棄てました。

大八パブロ（岡本）は有馬殿に、事件ののち間もなく大きな領地、少なくとも肥前（佐賀）の

大名のもとであり私たちの教会のある藤津の領地が与えられるだろうと、話しました。それを交

渉するために大八は多額の金を有馬殿に出させましたが、それを将軍に全く渡しませんでした、

結局彼らは長い間自分のものになると考えていた土地を肥前の大名から取り上げる為にあらゆる

策略を用いました。終にそれが内府の耳に入り、悪い処置であり数多の混乱の原因になると考え

たけれども、大八を火刑に処し有馬殿はその野心・狂気の故に斬首を命じ、息子（ドン・ミゲー

ル）には棄教を命じました。息子は平然と棄教しました。

（家康は）これによってキリシタンに対して甚だ悪い感情を抱き始め、彼らは反逆的な悪人で

あると思われたし、また何年か前にアグスティン摂津守（小西行長）というキリシタンが彼に反

抗した主要な人物の一人であったので、それらが合わさって内府の心を動かし、キリシタンを一

挙に滅亡させるに至りました６。」

また、アドゥアルテは、キリシタン迫害の理由は、ウィリアム・アダムスが家康にスペイン人

を悪く吹き込んだからだと記録しています。

「（家康は、ウィリアム・アダムスという邪悪な一イギリス人異端者の言葉に耳をかした。）．．．．．．

スペイン国王が諸国を征服する為に行う方策は、兵士の通路の地ならしをするためにまず宣教師

を派遣することである７。」

アドゥアルテに従うと、徳川家康によってなされたキリシタン迫害は、息子の徳川秀忠にも受

け継がれたと記しています。

５ ホセ・デルガード・ガルシーア編注、佐久間正・安藤弥生訳『日本の聖ドミニコ～ロザリオの聖母管区の歴史

～』、カトリック聖ドミニコ会ロザリオの聖母管区、１９９０、１７９ページ。
６ ホセ・デルガード・ガルシーア編注、佐久間正訳、『福者アロンソ・デ・メーナ。書簡・報告』、キリシタン文

化研究会、１９８２、１１３ページ。
７『日本の聖ドミニコ～ロザリオの聖母管区の歴史～』、１６５‐１６６ページ。
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「（家康の息子秀忠は）、江戸や都のような彼がとくに直轄している土地および上と称ばれる地

方において、キリシタンを激しく迫害し始めた。そこでは、キリシタンが再び圧迫されて、殺さ

れた者も追放される者もいるし、その他の者もみな威嚇された８。」

更に、徳川秀忠のキリシタン迫害も、三代将軍徳川家光によって継承されたと記されています。

「（家光、そして）．．．．．．上に立つ幕府の人々は、彼らの間で平和を維持するためにひたすらキ

リシタンに戦いを挑むことに決めた。武器のない人々に対する戦いであるから、全国がキリシタ

ンの血の海になった９。」

ここで、ドミニコ会士が分析した日本でのキリシタン迫害の理由を簡潔にまとめてみたいと思

います。彼らによると、織田信長がキリスト教徒の迫害を始めたと言います。その後、豊臣秀吉

が「伴天連追放令」を発し、公式にキリスト教迫害を始めました。しかしながら、迫害の規模は

それほど大規模なものではありませんでしたが、徳川家康の治世に入り、キリスト教徒迫害が強

化されます。１６１４年には、キリスト教が全面的に禁止されることになりました。この迫害の理由

は、キリスト教徒の岡本大八の賄賂事件とイギリス人によるスペイン人に対する中傷でした。そ

の後、家康の後継である家忠、家光によってキリスト教徒迫害は継承されていきました。ドミニ

コ会士の分析は、大雑把ではあるが、迫害に関する歴史的な事実を冷静沈着に捉えているものと

言えるでしょう。

� ドミニコ会士の見た日本でのキリスト教徒迫害の精神的土壌

ドミニコ会士の報告や書簡に従うと、彼らは日本でのキリスト教徒迫害をローマ帝国時代のキ

リスト教徒迫害のなぞっていたことが明らかになります。ドミニコ会士であるハシント・オル

ファネルは、日本のキリスト教徒迫害を次のように記録しています。

１６１５年の九州での迫害は、「（ローマの）ドミシアノ皇帝やディオケレシアノ皇帝の迫害に劣ら

ぬほど恐ろしいものであった１０。」

口之津での迫害は「ディオクレシアノの残忍さに劣るとは思われませんでした１１。」（１６１９年１０

月２５日）

８ 前掲書、２０５ページ。
９ 前掲書、４０４ページ。
１０『福者ハシント・オルファーネル』、６３ページ。
１１ 前掲書、１１９ページ。
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更に、ハシント・オルファネルは続けている。

「まずあなた方の隊長・師・救世主たるキリストおよびその受け給うた苦しみの大きさに目を

向けなさい。それは言葉で説明できるものではなく、その期間は生涯続き、必要とあれば裁判の

日までその苦しみを受けたのであり、人類全体のために苦しんだというあなた方の一人ひとりの

ために苦しんだことである。このほかにもあの聖人たち、彼らの大きな苦労・迫害やあの長い殉

教をごらんなさい。そのあとの３００年にわたる初期教会時代の残忍な長い迫害、さらにその後に

生じたあらゆる種類の残忍きわまる異状な拷問、それをあらゆる国で教皇・司教・司祭・老若男

女あらゆる人々が数かぎりなく受けたのです。もしこれだけでは未だ足りないで、「それは昔の

ことであるし、日本人は弱い」と言うならば、現代のあなた方の国の人々をごらんなさい。あな

た方の眼の前でスペイン人、日本人の神父や俗人、あなた方の親戚・友人・知人がある者は殺さ

れ、ある者は投獄され或いは追放されています１２。」（１６２１年９月）

他のドミニコ会士であるフランシスコ・モラレスは興味深い記録を提示してくれます。彼は、

スペインでのキリスト教迫害の事例を挙げ、日本のキリスト教徒は苦しみの様子を捕らえていま

す。

「あの苦しみをもって十字架に釘付けされ給うたキリストを見るとき、ここは牢獄ではなく娯

楽場です。聖ユスタとルフィナの牢獄はセビージャにあり、それは湿気のある岩で作られた洞窟

です。しかしここは明るくて、莚がしいてあります。聖レオカディアについても、彼女が狭い牢

獄で苦しみのうちに死んだ、ということが書いてあります１３。」（１６１９年５月８日）

当時のドミニコ会士の記録には、「日本のキリスト教徒は、迫害されたが、最終的には幸福感

をもってこれを受け入れた。」という記録が多くみられます。ここでそれらの記録を紹介してみ

ましょう。

「今キリストの為に苦しみを受けて始めて、真実の私の幸せが始まったのであり、その聖なる

み名のため焼かれるとき、その幸せは完全なものとなる１４。」

「こうして敵は、匿れて歩きながら血液のようにキリシタンに生命を与えている宣教師を追撃

１２ ホセ・デルガド・ガルシーア編注、佐久間正訳、『福者ホセ・デ・サン・ハシント・サルバネス、書簡・報告』、

キリシタン文化研究会、１９７６、９０‐９１ページ。
１３『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、１５３ページ。
１４『日本の聖ドミニコ～ロザリオの聖母管区の歴史～』、３００ページ。
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した。しかし流された血は生命を増やし、初期教会時代の殉教者に見られるように、その血は灌

漑として役だった１５。」

「若い、か弱い少女たちや聖クレメンテのような人に、あれほど多くの、あれほど異常な長年

にわたる苦しみを耐え忍ぶ力を与え給うた主と優しいイエズスは、あなた方にひたすら希望を主

におくならば、必ず多力をお与えくださるでしょう１６。」

迫害を受けてもなお幸福感を感じるというこの精神的土壌は、どこから生じたものだったので

しょうか？何か精神的な支えがなければ、これほどの迫害には耐えられないはずです。筆者は、

聖書の次の言葉を引用しようと思います。

「わたしのためにののしられ、迫害され、身に覚えのないことであやゆる悪口を浴びせられる

とき、あなたがたは幸いである。喜びなさい。大いに喜びなさい。天には大きな報いがある。あ

なたがたより前の予言者たちも、同じように迫害されたのである１７。」

それは、イエス・キリストの山頂での説教から生じているのではないでしょうか。この章で明

らかになったことは、１７世紀のドミニコ会士たちは、日本でのキリスト教徒迫害をローマ帝国時

代、初期教会でのキリスト教迫害になぞって理解していたということです。また、日本にやって

きたドミニコ会士の出身国は、スペインであったことから、多くのドミニコ会士が、日本でのキ

リスト教徒迫害とスペインでのキリスト教徒迫害を関連付け理解しています。日本で迫害を受け

たキリスト教徒達は、幸福の念さえもってこれを受け入れたようですが、この精神的支えは、イ

エス・キリストの山頂の説教であったと推測できます。このように、日本のキリスト教迫害には、

カトリックの伝統的な精神が流れていることは事実です。筆者は、初期キリスト教会からの精神

的流れが存在することは否めないものではないか、と判断します。

� 追跡者

ドミニコ会士の記録に従うと、日本に迫害が拡大していくと、キリスト教徒に対する追跡者が

多く現れてきたことが理解できます。追跡者は、群れを成してドミニコ会士や日本人キリスト教

徒を追いかけたようです。彼らは、槍、火縄銃、弓、刀をもってキリスト教徒を脅かしました１８。

１５ 前掲書、４０４ページ。
１６ コジャード、『日本キリシタン教会史・補遺』、雄松堂書店、１９８０、４４ページ。
１７ 新約聖書、マタイ、５．１１‐１２．日本聖書協会、２００１、聖書。
１８『福者フランシスコ・モラレス』、５７ページ。
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ある時は、海辺にさえ彼らを追いつめます１９。ハシント・オルファネルの１６１５年３月８日の書簡

は次のように記録しています。

「（役人は）あらゆる悪魔の傲慢さを以って聖人すなわち殉教者に、キリストの教えを棄てるか

かどうか訊ねました。棄教すると答えるに決まっていると考えたのですが、それは両手をもって

天を取ろうとするようなものです。それで彼らの希望どおりの回答をしないと、ただちに母親か

ら生まれたときのように彼らを裸にして腕や手を後に縛り、棒で殴打し顔を踏みつけ、神を讃え

たイエズス・マリアと称えると黙らせるために尖った棒を口の中に押し込み、そののち残忍きわ

まる拷問を加えました２０。」

また、同書簡には、次のように記されています。

「１６１４年１２月２０日木曜日、殆ど朝から日没まで先ずこの二人の裁判官は昨年取り毀した教会の

跡にいて、市民を一人ひとり呼び出し「棄教するか」と訊問しました。聖なる殉教者はただ一人

で、槍や鋒槍その他の拷問の道具をもった兵の輪の中に出て行きました。棄教すれば密かにこれ

を帰らせ、棄教しなければ直ちに一糸まとわぬ裸体にして棒で殴打し、雑巾の如く扱い踏みつけ

引きずりまわすなど、台下の考え得るすべての残忍なことをしました２１。」

� 変 装

１７世紀のドミニコ会士の記録によると、ドミニコ会神父は日本人による追跡から身を隠すため

に、変装したという事実が明らかになります。ある時は、ドミニコ会神父は、日本人の服装に着

替え、身を隠したり２２、時には、刀をもって武士の格好をしました２３。この他、商人や船乗りの格

好に変装したという記録も見られます２４。

� 逃 走

１７世紀のドミニコ会の記録に従うと、同会の神父たちは、日本人の追跡者からあらゆる方法で

１９ 前掲書、５７ページ。
２０『福者ハシント・オルファネール』、６２ページ。
２１ 前掲書、６３ページ。
２２ 前掲書、１４２ページ。
２３『日本の聖ドミニコ～ロザリオの聖母管区の歴史～』、３４１ページ。
２４『福者ホセ・デ・サン・ハシント・サルバネス』、８０ページ。
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逃走していたことが理解できます。通常は、山に逃げ込む２５、洞窟に身を隠す２６、農民や牧舎の谷

に逃げ込む２７などしました。時には、山中の小川が流れる低地に身を潜めたこともあったようで

す２８。

� 宿 主

多くの日本人、特にキリスト教徒が、ドミニコ会神父たちを彼らの家に匿ったことが、当時の

記録から明らかになります。実は、迫害下でもドミニコ会士たちが宣教を続けられたのは、彼ら

の宿主のお蔭だったのです。長崎の村山等安一族は、ドミニコ会神父に隠れ家を提供しました２９。

各家主は、追跡者が神父たちを見つけないように隠れ部屋や仕掛けを作ったようです。例えば、

多くの家には、壁に隠れるための穴があったり、神父たちを隠すための箱があったと言います３０。

こうした努力にもかかわらず、多くの場合、神父を匿った宿主たちは、捕縛されることが多くあ

りました３１。

� 密 告 者

当時のドミニコ会の記録から、江戸幕府が、ドミニコ会神父やキリスト教徒を発見するために

ありとあらゆる方法を使ったことが明らかになります。密告制度もその一つでした。具体的には、

役人たちは、ドミニコ会神父の似顔絵を描き、町中に貼りました３２。また、幕府は報奨金制度を

使い、隠れた神父やキリスト教徒を捕えました３３。これを記録した、次のような文章が見られま

す。

「広場で公衆の面前に１５０ペソの価値の銀の延棒３０本を板台の上に置くことで、そこには次の言

葉が書いてありました。「この町で盗みのため徒党を組んで放火した者を訴えた者に、この銀を

与える３４。」

２５『福者ハシント・オルファネール』、６７ページ。
２６『日本の聖ドミニコ～ロザリオの聖母管区の歴史～』、１８０ページ。
２７ 前掲書、２９９ページ。
２８『福者ハシント・オルファネール』、１３８‐１３９ページ。
２９ 前掲書、１４２ページ。
３０『福者アロンソ・デ・メナ』、２０１ページ。
３１『福者ハシント・オルファネール』１３８‐１３９ページ。
３２『日本の聖ドミニコ～ロザリオの聖母管区の歴史～』、４０５ページ。
３３『福者ハシント・オルファネール』、９０ページ。
３４『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、１４８ページ。
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報奨制度のうわさが広まっていくと、多くの日本人が密告を始めます。彼らの中には、キリス

ト教徒さえも含まれることがありました。フランシスコ・モラーレスは、大村で密告者を次のよ

うに記しています。

「大村の殿の家来は長崎に来て、聖職者を探す為に悪魔のような策略を用いました。例えば或

る家に病人がいて告解を望んでいると嘘を言い、修道士が告解を聴きに行くと捕らえようと企み

ました。また彼らは良心のない人々に金を渡して神父を探し出し、ユダのように裏切らせ訴えさ

せました３５。」

キリスト教徒による密告は、同胞たちに反感を招くことがありました。興味深い記録が残され

ています。長崎の床屋であるアントニオは、密告を行った或るキリスト教徒の髪を切ることを拒

否したそうです３６。

� 尋 問 者

幕府の役人は神父たちを捕らえると、尋問を始めます。具体的には、役人たちは、神父の名前、

年齢、所属する修道会、どこで働いたか、何故日本にやって来たか等を尋問しました。捕縛され

た日本人に対しては、「転ばぬか（棄教しないか）」と質問するのが常でした。もし、キリスト教

徒が転んだ場合、家に帰ることが許され、時には報奨が与えられました。

キリスト教徒の詮索が拡大するなか、幕府は「踏絵（絵踏）」を考案します。周知のように板

にキリスト、マリアなどの描かれた銅板をはめ込み（初期の段階では、紙や板が使用された）、

それを日本人に踏ませるというものでした。踏絵は、キリスト教徒たちにこの上ない、精神的苦

痛を与えます。興味深いことですが、一枚の踏絵に使用された絵は、ドミニコ会の「ロザリオの

聖母」が原画となっています。これほど、ドミニコ会の長崎地方における影響力は強かったもの

と考えられます３７。

� 悲惨な出来事

怖しい迫害が続く中、日本人キリスト教徒達は悲惨な出来事に遭遇することになります。幕府

の禁教政策に対して、キリスト教徒達は教会を破壊しなければならないこともありました。

３５『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、４７ページ。
３６ オルファネル、『日本キリシタン教会史』、雄松堂書店、１９７７、２６８ページ。
３７ ホセ・デルガド・ガルシーア編集、岡本哲男訳、『フアン・デ・ロス・アンヘレス・ルエダ、伝記、書簡、調

査書、報告書』、聖ドミニコ修道会、１９８６、１５５ページ。
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「事態が切迫して来たので、彼らの間で教会や修院を焼くことが相談され、修道士の間ではミ

サ用具やスペインの葡萄酒を地中に埋めることがすでに協議されていた。それは修院が焼かれた

場合にも、ミサを捧げることができるようにと、というためであった３８。」

更に多くのキリスト教たちは、幕府の禁教政策で、家族を崩壊させられます。ドミニコ会神父

の記録に記されている史実を幾つか紹介しまよう。地位が高く薩摩国で多くの俸禄を受けていた

キンド・チュンジロ・ヤコボという領主は２００人以上に上る全員キリシタンの家臣と共に数多の

苦しみを受けました３９。１６１４年の迫害でジェスト高山右近は、棄教しないということで全財産を

没収され、マニラに流されます４０。長崎代官の村山等安もひどい仕打ちを受けました。等安は、

ドミニコ会と友好関係を持ち「長崎のキリシタンの保護者」となりました。１６１９年、役人たちが

村山等安宅に突如侵入し、全ての家財を没収しました。彼の家の中には牢が作られ、彼の妻、息

子たち、孫たちが投獄されます４１。更に彼の息子村山アンドレス徳安が捕縛された後、彼の家族

は全財産没収されました４２。こうした状況下、多くのキリスト教徒の家族が財産を没収され、追

放されてゆきました４３。ハシント・オルファネルの書簡には、次のように記録されています。

「すなわち棄教しないと直ちに妻子を奪い、母親から生まれたときのようにこれを裸にし、公

の街路を引き回したのち永久に奴隷とし、若い娘は娼家に入れてしまうことです４４。」

� 牢 獄

長崎周辺には、キリスト教徒の捕縛者を投獄させるための重要な牢獄が３つありました。鈴田、

大村、壱岐の３つです４５。特に鈴田の牢獄が有名でした。この牢獄に関しては、多くドミニコ会

士が記録を残しています。まず最初にトマース・デル・エスピリトゥ・サント・デ・スマラガが

残した記録を通じて、鈴田牢建設時より、１６２２年までの牢獄の様子を概述してみましょう。

「鈴田牢は、３方を海で囲まれた古い建物であった。牢獄の周囲には柵が敷かれ、３人の武士

が常駐していた。当初、多くのキリスト教徒が捕えられ鈴田牢に投獄されると、牢獄内で告解が

行われた。この時期の監視人は、キリスト教徒たちに対しまだ緩やかであった。上役の命令で、

３８『福者ホセ・デ・サン・ハシント・サルバネス』、４５ページ。
３９『福者アロンソ・デ・メーナ、書簡・報告』、８４ページ。
４０『フアン・デ・ロス・アンヘレス・ルエダ、伝記、書簡、調査書、報告書』、１０６‐１０７ページ。
４１『福者ホセ・デ・サン・ハシント・サルバネス』、６９ページ。
４２『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、２０７ページ。
４３『福者ハシント・オルファネール』、１０１ページ。
４４『福者ハシント・オルファネール』、７７ページ。
４５『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、１７０‐１７１ページ。
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キリスト教徒囚人の勝手な行いを見逃してくれていた。

けれども、１６１７年９月の末、鈴田牢内でキリスト教徒が甘やかされている噂が広がった。そこ

で、大村藩の家老が、キリスト教徒で牢獄を見物に来た者達を追い払い、柵を二重にし、柵の間

に茨を植えた。全ての人が牢獄に入るために監視人の前を通過しなければならなかった。それで

もなお、一般のキリスト教徒たちは、鈴田牢の周辺に見物に集まるのだった。１０月の中頃、大村

の領主が戻って、鈴田牢の様子を観察した。この領主は、さらに２人の監視人を置くこと、監視

人たちの小屋と他の建物を造ることを命じた。その結果、一般のキリスト教徒は、牢獄に近づけ

なくなった。

１１月２６日には一人の炊事夫が神父のミサを聴いた咎によって捕縛された。大村の領主は昼食後

に鈴田牢に家老を派遣し、牢内を検査してキリシタンに関係ある品々を処分させた。使者は命令

をよく遂行し、囚人を外に出して柵にしばり、彼らから書籍・御絵・ロザリオやミサ用品を取り

上げ、着の身着のままにした。

１６１８年１月６日の数日後、長崎の結婚しているキリシタン４人がこの牢獄から釈放された。こ

の者たちは自由の身となり牢内の人々を励ませるという立場になると、管区長代理フランシス

コ・モラーレスと協力して、できる限りの力を尽くして牢獄内の人々を援助した。

別の年の１２月１３日夜または１４日の朝、ドミニコ会士のアンヘル・フェレーラ、フアン・デ・サ

ント・ドミンゴ、イエズス会士のカルロス・スピノラ、イルマン・アンブロシオ・エルナンデス

が鈴田牢に送られた。

７月２１日には、囚人全員と牢のわきの檻に入れておいた３人を、鈴田の南方半レーグアの久原

にある最近造った建物に移した。彼らは１８日後に元の牢獄に戻された。１６１９年９月から食事が少

しよくなった。鈴田牢の生活は、その後、大きな変化もなく単調に過ぎて行った。ただ時折、役

人によって検査が行われたり、宣教師やキリシタンの入獄者が増えて、１６２２年９月９日には狭い

鈴田牢に３６人の人々が捕えられた４６。」

続いて、イエズス会士であるカルロ・スピノラ神父が描いた鈴田牢の見取り図を紹介してみま

しょう。１６３０年、この見取り図は、『カルロ・スピノラの生涯』中に収録され、出版されました４７。

４６『福者トマース・デル・エスピリトゥ・サント・デ・スマラガ。書簡・報告』、２４‐２７ページ。
４７ ディエゴ・パチェコ、『鈴田の囚人』、長崎文献社、１９６７、２５ページ。
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１．入口 ２．格子が二重に付けられた玄関 ３．監視人の住居 ４．監視人の住居
５．監視人の台所 ６．囚人の台所 ７．鍵のかけられた二重の扉
８．茨の植えられた二重の柵 ９．８パレルモの幅の柵内 １０．囚人の居住する部屋
１１．便所 １２．便所の溜り １３．番屋 １４．外側の柵４８

ディエゴ・アドゥアルテ神父の『聖ロザリオ管区の歴史』の中には、鈴田牢に関する詳細な記

述が収録されています。ここでは、その記述を辿りながら、鈴田牢の様子を理解してみましょう。

「牢獄はただ話を聞くだけでも恐ろしいものである。３尋の長さ、２尋の幅で高さ１尋あまり

であった。壁は地面に打ち込まれた太い丸太で１本１本が接近していた。便所はその牢の中にあっ

たが特別な丸太で囲ってあった。この牢には小さな扉があるのみで、それも囚われ人を入れる以

外には決して開かれることはなかった。食事は小窓から差し入れられるが、そこには小さな椀が

通る程度の大きさである。食事は塩水で煮た米で、日によっては小さな鰯が与えられ、飲物とし

ては湯が与えられる。病気になっても健康の者と異なる特別な者は与えられなかった。

これだけで満足することなく、暴虐者は酷しい罰のもとに衣類の洗濯を禁止し、物を書くため

の用具や小刀・鋏のような刃物をもつことも許可しなかった。だから爪や頭髪が伸びて、野獣の

ように原野を歩きまわっていたときのナブコドノソルのようであった４９。」

４８『日本の聖ドミニコ～ロザリオの聖母管区の歴史～』、２３９ページ。
４９『日本の聖ドミニコ～ロザリオの聖母管区の歴史～』、３０１ページ。
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トマース・デル・エスピリトゥ・サント・デ・スマラガ神父は、鈴田牢内での食事について記

録しています。

「この時の牢の食事はスペイン人にとっては甚だ粗末なものでした。米飯少量と汁の如ごとき

ものであり、時には鰯のような魚が少し、それも殆んど腐敗しているようなものがついていまし

た５０。」

鈴田牢内での神父やキリスト教徒達の生活は大変残酷なものでしたが、ドミニコ会士はそれに

落胆することはなかったようです。ドミニコ会士たちは、牢内であっても、精神的修養を熱心に

行いました。アドゥアルテ神父によると、鈴田牢の生活はまるで修道院のようであった５１、と言

います。ホセ・デ・サン・ハシント・サルバネスは、次のように報じています。

「長い牢獄生活における彼らの霊的修業はその時に応じた祈り、断食、縄苦行及びその他の贖

罪であり、それは熱心な修道院内の生活のようでした５２。」（２５‐３‐１６２０）

「牢獄にいた使徒・聖パウロを模倣して真夜中に、マイティネスという聖務日課の祈りをする

ために全員が起きました。そして断食や苦行などを修道院にいる時と同じようにしました５３。」

鈴田牢内では、ドミニコ会神父や日本人キリスト教徒囚人たちは、歌を歌うことに日課として、

牢内は歌声で満ちていたようです５４。彼らは、「子らよ、主を讃めたたえよ」（Laudate pueri

Dominum）、「我ら汝デウスのために働かん」（Te Deum laudamus）５５、「もろもろの民よ、主を讃え

まつれ」（Laudate Dominum Omnes Gentes）５６等を歌っていました。

鈴田牢内では、ドミニコ会士は一般の日本人キリスト教徒、他の修道会の神父たちと友好の絆

を強めいったことが、フランシスコ・モラーレスの記録から理解できます。

私たちはそれぞれ異なる修道会の者ですが、この牢内の生活方法は同一の修道会のようです。

そのため牢内にいる人々の一人が１週間ずつ牢内の長のように牢生活の責任者になり、それに

５０ ホセ・デルガード・ガルシーア編注、佐久間正訳、『福者トマース・デル・エスピリトゥ・ナト・デ・スマラ

ガ。書簡・報告』、キリシタン文化研究会、１９８４、１１６ページ。
５１『日本の聖ドミニコ～ロザリオの聖母管区の歴史～』、３０３ページ。
５２『福者ホセ・デ・サン・ハシント・サルバネス、書簡・報告』、６６ページ。
５３『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、１００ページ。
５４ オルファネル、『日本キリシタン教会史』、雄松堂書店、１９７７、２５２ページ。
５５ 前掲書、２５２ページ。
５６ 前掲書、３２０ページ。
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よって全員の間に統一・協調が保たれています。断食・苦業・祈りについて修道院における同じ

秩序を守っています。その他に私たちは日暮時及び正午にフライ・ルイス・デ・グラナダの教え

によって祈り、また真夜中に起きて、燈火がないので夜の勤行はできませんが、詩編を歌い、一

時間の祈りを捧げます５７。（１１‐８‐１９１９）

ドミニコ会神父たちは、最終的には、鈴田牢の生活に対して誇りを持つようにさせなっていた

ようです。

「ただこの牢獄内における私たちの喜びや満足は非常に大きくて、ここにいる限りは全地獄の

苦しみをもってしても私たちを悲しませたり怒らせたりすることはできないであろう、というこ

とを申し上げます５８。」

大変不思議な事であるが、オルスッチ、アロンソ・メナ、フランシスコ・モラレス、ハシント・

オルフェネル、ホセ・デ・サン・ハシント・サルバネス、トマス・デル・スピリット・サント・

デ・スマラガといったドミニコ会神父は、鈴田牢内で多くの手紙を受け取り、また多くの手紙を

他の人々に送っています。想像しますに、禁教下、幕府の役人、監視人たちがこれを許していた

わけがありません。では、どのように、ドミニコ会神父は、手紙のやり取りをしていたのでしょ

うか。大変、興味のもてることです。その答えとなる、一つの記録が存在します。トマス・デル・

スピリット・サント・デ・スマラガの或る書簡には、「本大工町に住んでいる私の旧宿主・三大

夫ベント５９」が、手紙の持ち運びを行ってくれたと記されています。やはり、キリスト教関係者

が、秘かに、ドミニコ会神父に手紙を届け、また彼らの手紙を牢内から受け取り出していたので

はないかと推測されます。

� 拷 問

オルファネルの『日本キリシタン教会史』の中で、徳川家康は次のように命じています。

「なによりも大府様の命令は、決して殺害してはならぬ、ただし諸種の拷問によってキリシタ

ンを残酷に苦しめよ、されば伴天連の尊重する殉教の名声を得ざるように現世に対する無用者と

なせ、かつ、キリシタンの妻女は娼家に引き立てて凌辱し、その他の息子は奴隷とし、何人たり

とも逃亡させるなかれ６０。」

５７『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、１７４ページ。
５８『福者トマース・デル・エスピリトゥ・サント・デ・スマラガ。書簡・報告』、１４３ページ。
５９『福者トマース・デル・エスピリトゥ・サント・デ・スマラガ。書簡・報告』、１４４ページ。
６０ オルファネル、『日本キリシタン教会史』、１２５ページ。
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ここでは、ドミニコ会士の史料に見られるキリシタンへの拷問を列挙してみましょう。

―「非常に寒い時に多数の男女を藁の俵に入れ長い川につけ込んでおきました６１。」

―「一人ひとり脚を二本の木材の間に入れ、はさんだその材木に徐々に力を加えていったので恐

ろしい苦痛と共に脛の骨が砕けていきました６２。」

―「また松の木に吊るされた６３。」

―「．．．．．．棄教しない者に対しては手足の指や鼻を斬り落とし膝関節を切断６４（する）。」

―「．．．．．．両手両足を合わせて後に縛り、高いところから吊るして背中に巨大な石を載６５（せ

る）。」

―「．．．．．．指を切られ膝を切断され額に十字の焼印をおされた６６。」

―「小さな別の牢に入れ昼夜を分かたず太陽・雨・寒気に晒している６７。」

―「両足の筋肉を鋭い竹で貫かれ、そのまま放置された６８。」

―「十字架にかけて殺す刑はこの異教徒の間ではスペインの絞首刑と同じように非常に不名誉な

刑罰であって、窃盗や追いはぎ或いは卑しい人々に用いられます６９。」

―「山伏の頭は彼らが（キリスト教に）固執するならば石責めで殺す７０。」

―「（雲仙岳の熱湯）の中に投げ込まれ７１…。」

６１ 前掲書、３５ページ。
６２『福者アロンソ・デ・メーナ 書簡・報告』、１５６ページ。
６３『福者ハシント・オルファナール、書簡・報告』、６４ページ。
６４ 前掲書、６８ページ。
６５ 前掲書、７３ページ。
６６ 前掲書、７４ページ。
６７ 前掲書、８５ページ。
６８『福者アロンソ・デ・メーナ 書簡・報告』、２００ページ。
６９『福者ハシント・オルファナール、書簡・報告』、１３５‐１３６ページ。
７０『福者アロンソ・デ・メーナ 書簡・報告』、１７４ページ。
７１『日本の聖ドミニコ』、３９４ページ。
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―「竹の鋸で頸を少しずつ挽かれ７２…。」

―「殉教者の首が竹で高く晒されました７３。」

―「多量の水を飲ませることであり、飲めなくなると口に漏斗をさし入れて水を流し込み、水を

満たした皮袋か樽のように脹らむと、地上に彼らを置いて上に板を載せ、その上に二人の男がのっ

て踏みつけると、その重みで口や鼻・耳・眼その他のところから水をことごとく激しい苦しみと

ともに吐き出す７４。」

―「．．．．．．焼いた竹を爪と肉のさし込んで指の半ばまで突き通す７５」

―「荒削りの竹を尿道に突き刺し７６…。」

―「．．．．．．両足で吊るし頸を桶の水の中にいれさせ、窒息寸前に引き上げ（る）７７。」

―「火縄銃の銃身で脛骨を押さえつけて全身を苛む７８。」

―「水萱そっくりの細い竹製の錐で股に孔をあけて紐または藁縄を通（す）７９。」

―「背骨を斬り裂き傷口に溶けた鉛を注ぐ８０。」

� 処 刑

古代、日本には首を切る、絞殺するなど多くの刑罰がありました。しかし、平安時代から仏教

の影響で、刑罰が軽減されることになります。死罪を申し渡すこともありましたが、天皇の命令

で中止さたり、軽減されることがありました。鎌倉時代には、死罪には、唯一、首切りがなされ

るだけでした。しかし、江戸幕府は、キリシタンに対し、ありとあらゆる刑罰を用います８１。

７２ 前掲書、３９７ページ。
７３ 前掲書、３９７ページ。
７４ 前掲書、４３６ページ。
７５ 前掲書、４３６ページ。
７６ 前掲書、４３７ページ。
７７ 前掲書、４４５ページ。
７８『日本キリスト教史補遺』、２０３ページ。
７９ 前掲書、２０３ページ。
８０ 前掲書、２０３ページ。
８１ 笠原一夫、日本の歴史、１９９２、木耳社、３３‐３４ページ。
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キリシタンに対する主な処刑方法は、火刑か斬首でした。火刑の場合、処刑人はキリシタンに

苦しみを与えるために、遠くに薪を置き、小さな火で火刑に処しました。この時代、武士は、切

腹をもって死に望みました。しかし、キリスト教徒の武士は、自害は許されませんでした。伝統

的価値観に、多くのキリシタン武士は悩みを抱えることになります。例えば、武士であり殉教し

たレオンは、彼の処刑を前にして次のように語っています。武士の仕来りとしては、レオンは当

然切腹するものと思われましたが、「私はキリシタンであるからしない８２」と答えました。

彼は、「今回、私が命令に従わないのは、武士の大名に対する義務や家来が殿に対して従うべ

き責任を知らないからではない。前に私は常にその義務を守って来たし、出来るかぎり努力して

きた。しかしそれは霊の救いの問題を知るまでであって、霊の救いを知ったとき、もはや人間の

義務は通用しないし、霊が救われないのなら私はこの義務に従うことができない８３。」と言い、首

を刎ねさせたと言います。

� 殉 教

ドミニコ会士の記録を読むと、同会の神父や日本人キリスト教徒たちは、イエス・キリスト８４、

十二使徒８５の精神に殉じて殉教を遂げていったことが理解できます。同時に、ドミニコ会神父や

日本人キリスト教徒たちは、南欧及びその周辺の聖人たち、具体的には、メリダのサンタ・エウ

ラリア８６、カルタゴのシプリアーノ８７、パドゥバのサン・アントニオ８８、シエナのサンタ・カタリ

アです。サンタ・エウラリアは、スペインで最も有名な聖人の一人です。ディオクレシアーノの

キリスト教徒迫害下、３０４年１２月１０日に殉教した聖女です。

カルタゴのシプリアーノは、３世紀初頭、北アフリカで生まれます。バレリアーノとシスト２

世の迫害に対し、２５８年１１月１４日に殉教を遂げます。パドゥバのサン・アントニオは、ポルトガ

ルの説教者であり修道士でした。１２３１年６月１３日にパドゥバで殉教をし、１２３２年に列聖されまし

た。シエナのサンタ・カタリアは、教皇庁のシスマを終わらせた聖女であり、「神の摂理の対話」

を著しました。１３８０年４月２９日に殉教します８９。日本のドミニコ会士たちは、この地中海周辺の

８２『福者ホセ・デ・サン・ハシント・サルバネス、書簡・報告』、２８ページ。
８３『日本の聖ドミニコ』、１４７ページ。
８４『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、１１９ページ。
８５『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、１０６ページ。
８６ 前掲書、４０ページ。
８７ コジャード、『日本キリシタン教会史・補遺』、４４ページ。
８８『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、４０ぺージ。
８９ Quintín Aldea Vaquero, Diccionario de Historia Eclesiástica de España, C.S.IC., Madrid, 1973. Gran Enciclopedia de

España, 2003.参照。

純 心 人 文 研 究 第２３号 ２０１７

―５９―



聖人たちに大いなる郷愁を感じていたのでしょう。

日本人キリスト教徒の殉教者たちは、当然、日本の封建制度と対立しました。ドミニコ会の日

本布教史で最初の武士の殉教者は、レオンでした。レオンの殉教に対して、次のような記録が残

されています。

―「彼（レオン）の殉教は薩摩全土を非常に驚かせた。この地方では霊の救いに反しても、殿の

命令に反抗することは許されなかったし、反抗を命ずる教えは領地を治めるためには不都合であ

る、と言われていた９０。」

ドミニコ会神父たちは、多くの信徒組織を組織しながら、日本人キリスト教徒に「殉教の精神」

を教授していきます。信徒組織の規則に従うと、「その会員は、誰よりも先に殉教を望まなけれ

ばならない」ことが決められていました。ドミニコ会の神父の熱心な教えのおかげで、日本人キ

リスト教徒達は殉教の精神を学んでいったことは間違いありません。しかしながら、機微いい迫

害や拷問に堪え切れず、棄教した信徒もいたことは事実です。

� 最後の言葉

ドミニコ会士の記録には、殉教者たちの最期の言葉が収録されています。ここでは、幾つかを

紹介してみましょう。

―アロンソ・デ・メナ修道士

「殆ど眼が見えないので、盲目のように書きます。神に祝福あれ。数多の知らせを聞いていま

すが、それはみな火刑、磔、拷問です。いつも私たちが祈っているように、イエズスがその御心

の如く為し給わんことを。．．．．．．私は台下および伴侶の方々が神への奉仕をやむことなく続けら

れることを願っていますが、神の知り給う最良の時まで捕らえられないために身を守られるよう

に御忠告申し上げます。すべて神の御心のままにならんことを。伴侶の方々にくれぐれもよろし

く。私は視力が非常に衰えています。良い眼鏡があれば嬉しいのですが９１。」

―村山アンドゥレース・トクアン

９０ 前掲書、１４９ページ。
９１『福者アロンソ・デ・メーナ 書簡・報告』、２５６ページ。
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「尊師のことが原因で、いまわたしが神への奉仕を終わることを深く尊師に感謝いたします。

マリーアとパブロを尊師にお委せします。神の御恵みにより天国に於いて、尊師のためにキリス

トと聖母及び聖ドミニコに祈りましょう９２。」（フライ・フランシスコ・デ・モラーレス神父宛）

―一般のキリスト教徒

ミゲルの殉教

「イエズス様、マリア様。この苦しみがディオスの愛とならんことを９３。」

長崎の殉教者

「滅相もないこと、むしろ我らの望みは信仰のために死ぬことです。今我らの身に生じたよう

な絶好の機会を台なしにすれば至極残念に存じます９４。」

� ドミニコ会士と日本人キリスト教徒の殉教者数

ドミニコ会に関しては、日本での殉教者数は５７名でした。２１人の神父、９人の修道士、２７名の

第３会のドミニコ会士でした。ロザリオの会の会員、イエズスの御名の会の会員、宿主、同宿、

神父の世話人の殉教者数は、１８６名に上ります。

� おわりに

ドミニコ会士が日本に到来した時期は、迫害の嵐が激しく吹き荒れている最中でした。迫害で

の拷問は、まるで地獄絵を見るような有様でした。このような中で、日本人キリスト教徒はカト

リックの教義を学び、ドミニコ会宣教師は彼らに殉教の精神を教え込みました。こうした殉教教

育で、多くの日本人はイエス・キリストのために命を捧げることの尊厳を心の底に強く焼き付け

ていきました。ドミニコ会士は、イエス・キリスト、初期教会、中世期教会の記憶を心に留め、

恐ろしい拷問にも耐え、殉教していきました。本発表を通して、ドミニコ会の殉教者たちは、古

代から中世にかけてのスペインを始めとする地中海地域とその周辺の殉教者たちの精神性を継承

しつつ、殉教の道を歩んだことが明らかになりました。ドミニコ会士とドミニコ会関係の日本人

９２『福者フランシスコ・モラーレス、書簡・報告』、２０８‐２０９ページ。
９３『日本キリシタン教会史』、１３４ページ。
９４ 前掲書、２８７ページ。
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キリスト教の殉教者数は、２４０名以上に上ります。その舞台となったのが、長崎及びその周辺地

域でした。この殉教者の多さは、日本人キリスト教徒が、キリスト教の真の精神性を掴んでいた

ことの証となるでしょう。

（２０１６年１０月２７日 受理）
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